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 Dietary education for developing children is important to cultivate the 
fundamentals of practicing healthy eating habits for a lifetime. Eleven (fifth- 
and sixth-grade) children participating in the Shokuiku Classroom at Tenshi 
College have received dietary education that focuses on actual practice in addition 
to lectures of the importance of food and lifestyle habits as well as Shokuiku 
card game, Food Guide Spinning Top and so on. Control group of fifth-grade 28 
elementary school children received nothing. Furthermore, the behavior change 
evaluation method was revised while scores of support for dietary behaviors, self-
efficacy, thanks for eating and eating meal's balance were measured. A comparison 
of the survey results at pre- and post-intervention showed notable improvement in 
scores of children's self-efficacy as it relates to dietary behavior, food knowledge, 
thanks for eating and meal's balance. In contrast, the control group showed no 
significant change in their response. In addition, the results explained problems 
on evaluation methods based on the Model of Stage of Change. The present study 
confirmed the effectiveness of the use of fun dietary education methods that focus 
on actual practice in addition to lectures for developing school children's positive 
dietary behavior.
　子どもを対象とした食育は、生涯を通じて健康的な食生活を営む基礎力を養う上で重要で
ある。「天使21世紀子どもの食育教室」では、食育法として、座学で知識等を学ぶことに加
え、体験学習やカルタなどで遊びを加味して楽しく学ぶことを重視して、繰り返した方法で
学ぶ意欲に配慮した。「食育教室」参加者（小学5-6年生11名）においては、食習慣、食知識、
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食に対する感謝の気持ち、食生活・食行動の自己効力感、食事バランスの得点で改善または
改善傾向を示したのに対し、対照群（小学５年生28名）の改善傾向を示した項目は食習慣の
みであった。本食育教室は1.5ヶ月間と短く、行動変容を持続するには、報告されている２ヶ
月程度の時間が必要だった可能性がある。教室参加者と対照群５年生に行った事前の食行動
変容ステージは実行期にあったことから、設問を増やす等で小学生の食行動変容評価法に改
良の必要なことが示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　わが国の従来の食生活は、米を中心に水産物、
畜産物、野菜等多様な副食からの構成によって栄
養バランスに優れ、日本が「世界最長寿国」の座
を獲得するに至ったことと考えられ、「日本型食
生活」として世界中から注目されてきた1）。しか
し、わが国にもかつて経験したことがない飽食の
時代が到来し2）、今日では、いつでも、手軽に満
腹するまで食べられるという状況にあり、多くの
人が自然の恵みや食べものへの感謝の気持ちを忘
れかけ、自由気ままな食生活から毎日の生活リズ
ムを崩しかねない状況にある。子どもの食生活実
態調査3）4）からも、夜食や起床時の目覚め、朝食
の欠食状況、不定愁訴など、食生活と健康状態に
関連する課題が明らかとなり、心身の成長段階に
ある子どもの食生活の問題は緊急であり、重要な
課題となっている。
　加えて、子どもたちの育つ環境にも変化がみら
れる。昭和初期頃までは、家族の人数や兄弟、さ
らには近所で働く大人も多く、地域の大人達に
よって見守られながら子どもは育ってきた5)。し
かし近年、核家族化が進む6）とともに、長時間労
働の一般化などによって、家庭よりも職場や仕事
が優先され、親子で学びあった育ちを支える精神
的、時間的なゆとりの確保が難しくなってきてい
ることを背景に、地域と家庭で担ってきた「子ど
もへの食に関する教育力」の低下が指摘されてい
る7)。
　一方、最近のライフスタイルの多様化などに
よって、食生活のあり方も多様となり、外食や調
理済み食品（お惣菜や弁当）などを摂るものも少
なくない8）。外食や調理済み食品にばかりの依存
により、野菜の摂取不足やナトリウムの過剰摂取、
脂質の過剰摂取などが懸念されている。バランス
のとれた食生活を営むためには、「何を」「どれだ
け」食べればよいか9）を知ることが必要である。
このような状況に対応するために、食事のバラン
スを容易に理解し、実践できるツールとして、「食
事バランスガイド」9）が策定されたが、未だ広く
国民に普及しているとはいえない状況である。
　食に関する教育を通して、子どもたちが適切な
食事の摂り方について、正しい判断力や選択力を
身につけることで、生涯の望ましい食習慣を形成
し、心身が健康で豊かな人間を育成していくこと
が重要である。2005年施行の食育基本法10）の前
文には、「食育は生きる上での基本であり、知育・
徳育・体育の基礎となるべきものに位置づけられ、
食に関する知識と食を選択する力を様々な経験を
通じて習得し、健全な食生活を実践できる人間を
育成することである」とに記載されている。しか
し、子どもを対象とした食育法や食行動変容評価
法は、十分確立されているとはいえないのが現状
である。
　発育期にある子どもを対象にした食育は、望ま
しい食生活の根本を教え、将来の食習慣や健康的
な生活リズムの形成、さらには心の発達など豊か
な人間性を育み、健やかに成長するための基礎で
ある7)ことから、食育教室などによる実践を通し
た効果的な食育法及び評価法の開発が必要であ
る。本研究では、食事に関する知識等を学ぶこと、
体験を通して楽しく学ぶことに加え、自発的な学
習を支援した「天使21世紀子どもの食育教室」が、
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対象者の食生活・食行動に与えた効果を検証する
ことを目的にする。
Ⅱ．方　法
１．対象
教育的介入群および対照群の２群を設定した。
１）教育的介入群：通学する学校または新聞の
記事で「天使21世紀子どもの食育教室」のこ
とを知り、応募してきた近隣地域５つの小学
校に通学する５年生５名と６年生６名の計11
名（女子児童10名/男子児童１名）。
２）対照群： H小学校5年生1クラス28名（在籍
34名中当日出席した児童） 。
２．調査方法
１）教育的介入群には、2009年11月～ 2010年
１月上旬実施の第１回と第６回食育教室の中
で質問紙を配布し、その場で回答してもらい
回収した。第１回と第４回食育教室で３日間
の献立名を記録してもらうよう説明し、自宅
で記録してもらい、その記録から食事バラン
スの評価の話を第３回と第５回の教室で行っ
た（表１）。
２）対照群には、小学校のクラスにおいて学級
担任から介入群と同じ質問紙を配布してもら
い、回答してもらった上で後に回収した。１
回目を2010年１月、２回目を2010年３月に実
施した。
３．調査時期
　2009年11月～ 2010年３月。
４．調査内容
１）食生活・食行動、食知識、生活習慣：調査
項目は、「児童生徒の食生活等実態調査」3）4）
を参考にし、食生活・食行動、食知識、生活
習慣などの３大項目で構成した。食生活・食
行動の質問に対する回答の選択肢は、頻度に
よる５件法（いつも・ときどき・どちらとも
いえない・あまりない・まったくない）によ
り、１～５点を配点し、数量化した。得点の
高いほど食生活・食行動が良好なことを示す。
食知識については、食品の働きを赤、黄、緑
の３色に区分した３色食品群に基づく分類の
正答数の変化を見た。
２）食行動変容ステージ：成人を対象とした変
容ステージでは、「実行ステージ」と「維持
ステージ」の行動継続期間の基準を「６カ月」
にしているが、本研究では、子どもの認知行
動力を考慮し、行動の継続期間の基準を「２
カ月」とした上地らの「子ども用身体活動ス
テージ尺度」11）を参考にして、筆者が作成し
た調査票12）を用いた。行動変容ステージモ
デルにおける前熟考期を１点、熟考期を２点、
準備期を３点、実行期を４点、維持期を５点
と配点し、数量化した。
３）食に対する意識：「食に対する感謝の気持
ち尺度」13）を子どもたちにわかりやすい表現
に一部改変し用いた。全ての質問に対する回
答の選択肢は、頻度による５件法（いつも・
ときどき・どちらともいえない・あまりない・
まったくない）による、１～５点を配点し、
数量化した。得点の高いほど感謝の気持ちが
高いことを良好なことを示す。
４）食生活と食行動のサポートと自己効力感：
「自己効力感尺度」14）を子どもたちにわかり
やすい表現に一部改変し用いた。全ての質問
に対する回答の選択肢は、頻度による５件法
（いつも・ときどき・どちらともいえない・
あまりない・まったくない）による、１～５
点を配点し、数量化した。得点の高いほど自
己効力感が良好なことを示す。
５）食事の摂取とバランス状況：３日間の献立
名の記録から、食事バランスガイド9）を用い
てバランス状況を評価した。
５．統計解析
　食事の摂取とバランス状況は５つの料理区分毎
に小学校高学年における適正量「主食６つ」、「副
菜６つ」、「主菜５つ」、「牛乳・乳製品２つ」、「果
物２つ」とし、適正量と実摂取量の過不足量の差
について絶対値を用いて正の数値で求め、初回調
査結果を前値とし、２回目の調査結果を後値とし、
それぞれ平均値±標準誤差(SEM)で表した。変
化量は、[（後値）-（前値）]で求めた。
　そのほかの調査項目については、初回調査結果
を前値とし、教室終了時（対照群では２回目）の
調査結果を後値とし、それぞれ平均値±標準誤差
(SEM)で表した。変化量は、[（後値）-（前値）]
で求めた。
　検定法としてｔ検定を用い、危険率５％を有意
水準とし、10％未満を有意傾向とした。統計解析
にはSPSS15.0を用いた。
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６．「天使21世紀子どもの食育教室」 の概要 (表1)
１）開催時期：2009年11月～１月の土、日曜日
または祝日計６回
２）時間：　9:00～ 11:30　
３）会場：天使大学（7304調理実習室及び体育
館ほか）
４）対象：小学５－６年生
５）内容：
⑴　「天使21世紀子どもの食育教室」では、
食事バランスガイド、３色食品群、食習慣
に関する講話を座学により行ったほか、楽
しく学べるように実習を重視し、調理の体
験や、食育カルタなどにより食育教育を
行った。
⑵　個人面談（第２回時に具体的な食生活改
善目標の取り決めを行い、第５回時に再度
面談を実施し取り組みを確認評価した。）
⑶　生活日誌（起床・就床時刻、主な生活活
動などを自宅で毎日記録）
⑷　質問紙調査（第１回、６回時食育教室に
おいて、質問紙調査を実施し、食知識、食
習慣、食生活、食行動、健康行動変容ステー
ジなどを調査した。第４回時調査は、個人
面談に役立てた）
⑸　健康づくりの立場から、運動遊びと体力
測定を実施した。
７．倫理的配慮
　 「天使大学における人間を対象とする研究審査
委員会」において承認を得て実施した（研究課題：
「天使21世紀子どもの食育プログラム」を通した
小学生の食行動変容を効果的に進める食育法と行
動変容評価法の開発、代表者：森谷絜、承認番号：
118、2009）。
Ⅲ．結　果
１．食生活・食行動の変化
　表２に示す食生活・食行動に関する12項目の設
問中、食育教室参加者においては、「お菓子やス
ナック菓子を食べすぎない」で、教室の開始時に
比べて終了時の得点に有意な上昇が認められた。
それ以外の項目では有意な変化はなかった。一方、
対照群では、「栄養のバランスを考えて食べる」「色
の濃い野菜を多く食べる」得点で有意に増加した。
それ以外の項目では有意な変化はなかった。
２．食に関する知識の変化
　食育教室参加者において、食知識の設問12項目
中、３色食品群法の分類における「みかん」の 
正答率が63.6±15.2から100％に高まり、「いちご」
の正答率も72.7±14.1から100％に向上した。教室
表１．「天使21世紀子どもの食育教室」プログラム
2009年11月～2010年1月の土・日・祝日（9:00～11:30）全6回
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○：実施したことを意味する。
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第１回
2009年11月21日
9:00～11：30
○ 「からだと食べ物」 １回目 ○ ○
第２回
12月6日
9:00～11：30
「バランスの良い食事」 ○ ○ ○ ○
第３回
12月19日
9:00～11：30
○ ○ ○ ○ ○
「健康と食事」
「食事バランスの評価」
第５回
12月26日
9:00～11：30
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６回
2010年1月9日
9:00～11：30
○ 「食事の大切さ」 ○ ３回目 ○ ○
○ ○第４回
12月23日
9:00～11：30
２回目
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表２．食生活・食行動の変化
表３．食に関する知識の変化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各項目の得点は、 頻度による 5件法（いつも・ときどき・どちらともいえない・あまりな
い・まったくない）により 1～5 点を配点し数量化し、 得点の高いほど良好なことを示す。
* p<0.05  (前値対後値)    
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
  １ ） 食事はゆっくりとよくかんで食べる 4.00 4.18 3.52 3.64
(0.27) (0.26) (0.20) (0.23)
  ２ ） 朝・昼・夕三食必ず食べる 5.00 5.00 4.74 4.89
(0.00) (0.00) (0.14) (0.06)
  ３ ） 栄養のバランスを考えて食べる 4.27 4.09 2.94 3.57
(0.24) (0.09) (0.22) (0.20)
  ４ ） できるだけ多くの食品を食べる 3.91 4.27 3.83 4.07
(0.31) (0.27) (0.21) (0.21)
  ５ ） ジュース等をのみすぎない 4.18 4.45 3.65 3.89
(0.18) (0.25) (0.28) (0.25)
  ６ ） お菓子 ( かし ) や 4.45 4.91 3.23 3.79
　　　　スナック菓子 ( かし ) を食べすぎない (0.21) (0.09) (0.26) (0.26)
  ７ ） 塩からいものを食べすぎない 4.09 4.45 3.23 3.68
(0.28) (0.25) (0.23) (0.26)
  ８ ） 牛乳や小魚を食べる 4.45 4.45 4.03 4.11
(0.21) (0.16) (0.20) (0.16)
  ９ ） 色の濃い野菜を多く食べる 3.82 4.18 3.52 4.04
(0.46) (0.23) (0.21) (0.17)
１０ ） 好ききらいをしない 4.00 4.27 4.06 4.21
(0.33) (0.30) (0.22) (0.20)
１１ ） 楽しく食べる 4.55 4.82 4.16 4.46
(0.21) (0.12) (0.19) (0.15)
１２ ） ご飯とおかずをかわるがわる食べる 4.18 4.00 3.52 4.00
(0.30) (0.33) (0.19) (0.21)
食育教室参加者 札幌市内H小学校
平均値(n=11) 平均値(n=28)
*
*
あなたは次のことに気をつけて食事をしていますか。
*
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
45.5 72.7 80.0 46.4
(15.8) (14.1) (7.4) (9.6)
18.2 9.1 13.3 28.6
(12.2) (9.1) (6.3) (8.7)
36.4 36.4 36.7 39.3
(15.2) (15.2) (9.0) (9.4)
54.6 45.5 63.3 64.3
(15.8) (15.8) (9.0) (9.2)
72.7 100.0 # 43.3 57.1
(14.1) (0.0) (9.2) (9.5)
36.4 45.5 23.3 14.3
(15.2) (15.8) (7.9) (6.7)
54.6 63.6 46.7 39.3
(15.8) (15.2) (9.3) (9.4)
54.6 54.6 56.7 75.0
(15.8) (15.8) (9.2) (8.3)
63.6 100.0 * 66.7 64.3
(15.2) (0.0) (8.8) (9.2)
72.7 72.7 30.0 57.1
(14.1) (14.1) (8.5) (9.5)
  ７ ）　バター　
  ８ ）　もち
  ９ ）　みかん　
１０ ）　きゅうり
  ６ ）　とうふ　
  ５ ）  いちご
次の食品は、おもにどんなはたらきをしますか。
  ３ ）  かぼちゃ　
  ４ ）  えび
  １ ）  じゃがいも　
  ２ ）  ヨーグルト
正答者の率(%) (n=11)
食育教室参加者 札幌市内H小学校
正答者の率(%) (n=28)
 
各項目は、 正答者の率を示し、 値が高いほど良好なことを示す。 
* p<0.05 # p<0.10 (前値対後値)    
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表４．食育教室参加者の行動変容ステージの変化
終了時には、「みかん」「いちご」は11名全員の回
答が正答であった。それ以外の食品では有意な変
化はなかった。一方、対照群では正答率が有意に
高まった食品はなかった(表３)。
３．参加者の食行動変容ステージの変化
　 「Ａ：きらいな食べものがあっても残さないよ
うにしていますか？」「Ｂ：家で食事の手伝いを
するようにしていますか？」「Ｃ：朝は、目がすっ
きりとさめていますか？」「Ｄ：体育の授業以外
にスポーツ・運動・外遊びなどで、毎日30分以上
体を動かしています（運動遊びしています）か？」
の４項目の質問に対する回答を、前熟考期（今は
行動を起こしていないし、これからも行動を起こ
すつもりはない。）・熟考期（今は行動を起こして
いないが、これから２か月以内に行動を起こそう
と思う）・準備期（今は行動を起こしていないが、
これから１か月以内に行動を起こそうと思う）・
実行期（行動を起こしてから２か月未満）・維持
期（行動を起こしてから２か月以上たつ）に該当
する選択肢から１つ選んでもらった。Ａ）の回答
では開始時に比べて終了時に11名中４名の行動変
容ステージが高まり、１名が低下、残りの６名は
開始時も終了時も維持期のままであった。Ｂ）の
回答では、開始時に11名中10名が維持期で１名が
実行期であった。終了時も変容ステージに変化は
なかった。Ｃ）の回答では、開始時に11名中6名
が維持期であった。残り５名の行動変容ステージ
は実行期から前熟考期までであったが、全員に終
了時の変容ステージの変化はなかった。Ｄ）の回
答では、開始時に11名中７名が維持期であった。
終了時に変容ステージが低下した者２名、高まっ
た者１名であった。得点でみると、教育的介入群
のＢ：「家で食事の手伝いをするようにしていま
すか？」では、（4.91±0.09）が（4.91±0.09）と
変化なく、対照群のＢでは、（4.37±0.17）が（4.41
±0.23）と変化がなかった。両群ともに、前値は
5点満点の上限に近い値を示していた(表４)。
４．食生活・食行動のサポートと自己効力感の変化
　食育教室参加者において、食生活・食行動のサ
ポートに関する５項目の質問で、得点が高まった
項目はなかった。一方、食生活・食行動の自己効
力感に関する８項目の質問項目中、「野菜を毎日
沢山たべることができますか」、「塩分を取り過ぎ
ないようにすることができますか」において、食
育教室開始時に比べて終了時の改善は有意傾向に
あった。それ以外の項目では有意な変化はなかっ
た。一方、対照群では得点が高まった質問項目は、
サポ－ト・自己効力感ともになかった(表５)。
５．食に対する感謝の気持ちの変化
　食育教室参加者において、食育教室開始時に比
べて終了時に、食に対する感謝の気持ち尺度の8
項目の質問中、「食事はさまざまな人の努力や工
夫の上で存在している」で、得点が高まる傾向で
あった。それ以外の項目では有意な変化はなかっ
た。一方、対照群では有意な変化は全質問項目で
見られなかった(表６)。
６．食育教室参加者の食事バランス状況の変化
　デ－タが揃ったのは、食育教室参加者11名中９
行動変容ステージ得点の比較
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
(A)
きらいな食べものがあっても残さないようにしています
か?
4.27 4.45 4.03 4.37
(0.33) (0.39) (0.23) (0.18)
(B) 家で食事の手伝いをするようにしていますか? 4.91 4.91 4.37 4.41
(0.09) (0.09) (0.17) (0.23)
(C) 朝は、目がすっきりとさめていますか? 4.00 4.00 3.80 3.63
(0.43) (0.43) (0.26) (0.25)
(D)
体育の授業以外にスポーツ・運動・外遊びなどで、毎
日30分以上体を動かしていますか?
4.09 4.09 3.57 3.44
(0.41) (0.41) (0.28) (0.28)
食育教室参加者 札幌市内H小学校
平均値　(n=28)平均値　(n=11)
各項目の得点は、 頻度による 5件法（いつも・ときどき・どちらともいえない・あまりな
い・まったくない）により、1～5 点を配点し数量化し、 得点の高いほど良好なことを示す。 
有意差:マークのない欄は有意差なし 
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表５．食生活・食行動のサポートと自己効力感の変化
表６．食に対する感謝の気持ちの変化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各項目の得点は、 頻度による 5件法（いつも・ときどき・どちらともいえない・あまりな
い・まったくない）により 1～5 点を配点し数量化し、 得点の高いほど良好なことを示す。 
# p<0.10 (前値対後値)    
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
(A) 1) 3.27 3.45 2.73 2.89
(0.41) (0.34) (0.20) (0.18)
2) 2.91 2.91 1.90 2.21
(0.31) (0.44) (0.18) (0.21)
3) 3.55 3.45 2.73 2.64
(0.34) (0.43) (0.20) (0.21)
4) 2.55 2.82 2.10 1.93
(0.28) (0.40) (0.21) (0.17)
5) 3.27 3.64 2.37 2.25
(0.30) (0.28) (0.19) (0.20)
(B) 1) 3.82 4.64 # 3.90 4.11
(0.40) (0.15) (0.18) (0.20)
2) 4.27 4.82 4.37 4.07
(0.38) (0.12) (0.18) (0.22)
3) 4.27 4.73 3.93 4.18
(0.30) (0.14) (0.21) (0.15)
4) 4.09 4.55 3.57 3.96
(0.37) (0.21) (0.18) (0.23)
5) 4.45 4.64 4.10 4.29
(0.28) (0.15) (0.19) (0.15)
6) 4.00 4.55 # 4.07 4.21
(0.27) (0.16) (0.16) (0.19)
7) 4.00 4.27 3.57 3.89
(0.27) (0.27) (0.24) (0.19)
8) 4.64 5.00 4.73 5.00
(0.36) (0.00) (0.17) (0.00)
あなたの先生は、あなたが好き嫌いしないで給食
を食べると喜んでくれますか?
あなたが栄養(えいよう)バランスの良い食事をしよ
うと思うとき、励(はげ)ましてくれる人はいますか?
あなたに栄養バランスの良い食事の方法を教え
てくれる人はいますか?
野菜(やさい)を毎日たくさん食べることができます
か?
食育教室参加者 札幌市内H小学校
平均値　(n=11) 平均値　(n=28)
朝食を毎日とることができますか?
食生活・食行動について
果物(くだもの)を毎日食べることができますか?
間食をとり過ぎないようにすることができますか?
ほぼ規則的な時刻に食事をとることができます
か?
砂糖(さとう)をとり過ぎないようにすることができま
すか?
塩分(えんぶん)をとり過ぎないようにすることがで
きますか?
栄養バランスの良い食事がどのようなものか思い
浮かべることができますか?
あなたのご家族は、あなたが好き嫌いしないで食
べると喜んでくれますか?
あなたが甘いものをがまんする時、あなたのご家族
は一緒にがまんしてくれますか?
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
1) 4.27 4.45 4.20 4.41
(0.14) (0.16) (0.14) (0.15)
2) 4.45 4.45 4.67 4.67
(0.21) (0.16) (0.14) (0.13)
3) 4.45 4.64 4.47 4.62
(0.21) (0.15) (0.14) (0.11)
4) 4.36 4.82 # 4.53 4.56
(0.20) (0.12) (0.13) (0.16)
5) 4.82 4.82 4.63 4.52
(0.12) (0.12) (0.11) (0.13)
6) 4.18 4.55 4.37 4.42
(0.26) (0.21) (0.14) (0.16)
7) 3.82 4.27 3.8 4.08
(0.35) (0.30) (0.23) (0.20)
8) 4.36 4.64 4.17 4.46
(0.24) (0.15) (0.17) (0.14)
毎日の食事が食べられるのは、調理してくれた人に感
謝している
食育教室参加者 札幌市内H小学校
好き嫌いせず、何でも食べる
食に対する感謝の気持ちについて 平均値　(n=11) 平均値　(n=28)
食べ残しなく、きれいに食べる
食事が食べられることに関して、命をくれた食材に感謝
している
毎日の食事が食べられるのは、食材を運んだりする人
たちのおかげである
食事が食べられることについて、食材を作ってくれる人
たちに感謝している
食事はさまざまな人の努力や工夫の上で存在している
食事はいつも残さず食べる
 
各項目の得点は、 頻度による 5件法（いつも・ときどき・どちらともいえない・あまりな
い・まったくない）により 1～5 点を配点し数量化し、 得点の高いほど良好なことを示す。 
# p<0.10 (前値対後値)    
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名であった。全体的な食事バランスの状況には、
食育教室開始時と終了時で有意な変化は認められ
なかった。しかし、食事のバランスが改善してい
る者が９名中６名、維持している者が９名中１名、
２名で低下が見られた。また、食育教室開始後す
ぐと、教室６回中５回から６回の間に、それぞれ
３日間の献立名を自宅で記録してもらい、食事バ
ランスガイドに基づいて評価を行った結果、主
食の取り方において有意な改善が認められた(表
７)。
Ⅳ．考　察
　本研究では、発達段階にある子どもを対象に、
望ましい食生活の基本を指導し、将来の食習慣や
健康的な生活リズムの形成、さらには心の発達な
ど豊かな人間性を育み、健やかに成長するために、
実践を通した効果的な食育法及び評価法の開発を
目指した。食事に関する知識等を学ぶこと、体験
を通して楽しく学ぶことに加え、自発的な学習を
支援した「天使21世紀子どもの食育教室」が、対
象者の食生活・食行動に与えた効果を検証するこ
とを目的にした。表２に示すように、食生活・食
行動に関する設問中、「食育教室」参加者におい
ては、「お菓子やスナック菓子を食べすぎない」
の得点で、教室の開始時に比べて終了時の得点に
有意な上昇が認められた。対照群では、「栄養の
バランスを考えて食べる」「色の濃い野菜を多く
食べる」の得点で有意に増加した。対照群の結果
から、なぜ変化したかの推察は困難であるが、学
校教育などで児童の誰にでも生じる変化が対照群
の変化と考えると、食育教室の教育的介入によっ
て生じた変化はそれほど大きいとは言えないかも
しれない。しかし、表３にみられるように、食品
の働きについての食知識の高まりは食育教室参加
者のみでみられ、対照群では認められなかった。
「食育教室」参加者では、表５の食生活・食行動
のサポートと自己効力感に関する８項目の質問
項目中、「野菜を毎日沢山たべることができます
か」、「塩分を取り過ぎないようにすることができ
ますか」において、「食育教室」開始時に比べて
終了時の改善は有意傾向がみられた。一方対照群
では得点が高まった項目はなかったことから、「食
育教室」に参加したことで、食生活・食行動の自
己効力感が高まる傾向がみられたことは、食行動
変容を進めていく上で好ましいことと考えられる
15)。「食育教室」参加者が取り組んだ生活日誌は
以下のように評価されている。斉藤と戸部16）は、
「生活日誌をつけることが、日々のセルフモニタ
リングが行われ生活習慣の改善を行うプロセスの
表７．食育教室参加者の食事バランス状況の変化
各項目は、適正ＳＶ量に対し、 実摂取ＳＶの過不足率の差（絶対値）で、 数値が低いほど
適正ＳＶに近いことを示す。 
* p<0.05 (前値対後値)    
食事バランス状況の変化の状況
前値
( SEM )
後値
( SEM )
有意差
主食 25.00 8.33
( 5.84 ) ( 2.42 )
副菜 26.30 22.04
( 5.10 ) ( 6.36 )
主菜 19.33 18.44
( 5.70 ) ( 7.22 )
果物 52.78 58.33
( 9.54 ) ( 11.15 )
牛乳・乳製品 61.11 36.67
( 14.33 ) ( 11.70 )
全体 1.67 2.89
( 0.37 ) ( 0.35 )
食育教室参加者
平均値 (%)　(n=9)
*
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中で有効な学習方法」であったと報告している。
また、個人面談の実施（第２回）時に、スタッフ
から一方向的な食生活習慣の問題点を指摘され、
改善するように指示されるのではなく、本人の自
主的な考え方に沿って具体的な食生活改善目標の
取り決めを行ったことが、生活習慣の改善や行
動変容に影響17）18）を与えたと考えられる。表５
にみるように、教室参加者においては、教室開始
時に比べて終了時に、食に対する感謝の気持ち尺
度「食事はさまざまな人の努力や工夫の上で存在
している」で得点が高まる傾向にあったが、対照
群では有意な変化は見られなかったことから、感
情の成長が教室参加によって進んだと推察され
る。これらの結果が示すように、食育教室に参加
しなかった対照5年生に比べて、食行動、食知識、
食意識などにおいて変容が進んだように推察され
る。しかし、公募に応募した子ども達は、対照群
とした子どもに比べて食育教室前値の多くが対象
者に比べて高値であることから、食に対する関心
が高い可能性もあるため、食育教室の効果の検証
には今後一層詳細に検討することが必要と考え
る。
　教育的介入群は、実際の食事において、主食の
食べ方が改善し、食のバランスが改善されていた。
これは、「食育教室」において、食事バランスガ
イド、３色食品群、食習慣に関する講話などを座
学により行ったほか、楽しく学べるように調理実
習、食育カルタなどを通して学びを反映した結果
であると推測される。
　今回の教育的介入を行った「食育教室」におい
て、教室開催期間が1.5ヶ月間と短かった。行動
変容から持続を確認するには、もう少しの時間が
必要であるとも考えられる。本食育教室参加者の
健康行動や生活習慣の変容ステージは、開始時か
ら高い傾向にあった。一方の対照群の行動変容ス
テージ得点も高かった。行動変容を評価するため
の方法は、「自分の食生活･食行動について問題が
あると考えているのか、または、その解決のため
に何か行動しているのか」の問いに対し、行動変
容の５段階（前熟考期、熟考期、準備期、実行期、
維持期）に対応した選択肢を準備して回答しても
らう方法が良いと考えられる。槌本12）が上地ら
11）の尺度を参考に作成した子ども用行動変容評
価尺度は、回答しやすい特徴を持っていると考え
る。しかし、事前の回答が前熟考期、熟考期、準
備期、実行期、維持期の５ステージに分散するよ
うな設問を改良する必要性が示唆された。成人を
対象とした食生活･食行動変容ステージ尺度とし
て、検出力のすぐれた質問紙が報告されている14）
19）が、子どもにおいても、食生活に問題を感じ
て考える「認知ステージ」から、実際に改善の行
動に移っていく「実行ステージ」を評価できる方
法について改良する課題が残された。
Ⅴ．まとめと今後の課題
　 「天使21世紀子どもの食育教室」参加者は小学
５－６年生11名で、実施期間は1.5ヶ月間であっ
た。食生活・食行動についての質問紙調査と食事
バランス調査結果に表れた事前と比べた事後の変
化から、「食育教室」は子ども達の食生活を改善
する上で有効であったと考えられる。特に対照と
した小学５年生のクラス（28名）と比べると顕著
であった。
　食育法として、座学で知識等を学ぶことに加
え、調理などの体験学習やカルタなどで遊びを加
味して学ぶことを重視して、楽しく繰り返して学
ぶ教育法を用いた。また、毎日の生活日誌の記録
や献立名の記録などを通じてセルフモニタリング
を継続し、食生活・食行動変容の自己効力感を高
めるようにしたことによって、教育効果があった
のではないかと考える。本食育教室は1.5ヶ月間
と短かったことから、行動変容を起こし持続する
のに必要と報告されている２ヶ月程度の時間が必
要だったかも知れない。しかし、食育教室参加者
と対照５年生の行動変容ステージが事前の段階で
最高の数値に近かったことから、小学生の行動変
容評価法については改良の必要なことが示唆され
た。
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　本研究は、2009年度天使大学特別研究助成を受
けて行われた。
　課題名：「天使21世紀子どもの食育プログラム」
を通した小学生の食行動変容を効果的に進める食
育法と行動変容評価法の開発
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